
【訪問記】 美しい空が広がる『ブルームガーデン
1 月 27 日金曜日、電線類地中化で美しい街並みを実現し、兵庫県

の第 13 回「人間サイズまちづくり奨励賞」を受賞した「ブルームガ
ーデン のぞみ野」を訪問し、新日鉄都市開発(株
建史開発企画グループリーダーにご案内頂きました。
山陽本線はりま勝原駅からゆっくり歩いて１５分、目指すコミュ

ニティーハウスに到着すると、豊嶋リーダーの素敵な笑顔に迎えら
れ、のちに集会所となるホワイエで“街づくりのコンセプト”につ
いて説明を受けました。その後、二階のミーティングルームに移動
し“ランドプランの街並み模型と電線類地中化のモデル”を見学し
ました。 

電線類地中化は、電線共同溝方式で道路敷きを占用し姫路市に移
管されます。 
電力は CCVPΦ100ｍｍ×４条、通信は共用 FA
用した第三世代型電線共同溝方式で、関西で初めて採用されています。
通信関係は、姫路 CATV、NTT 光ケーブル、eo
成されており、住宅１戸当りのコストは電力会社の負担金を含めて

ヴィジュアルシアターに場所を移して「ブルームガーデンのぞみ野」のプロモーションビデオを拝見、
そして現地を案内頂きました。 

現地は３期に分けて分譲され、今回は１期分譲地を案内頂きました。２期工事は二次造成工事中、３
期工事は一次造成工事中でした。 

豊嶋リーダーのお話を要約すると以下のようです。
１．街づくりのコンセプトは、“美しい街”“ふれあい・育てる街”“安全・安心な街”

①エントランス（町への進入路）を５か所に絞り通過交通を抑制する
②オープン外構を採用し隠れ空間を排除して防犯性を高める
③車道の一部を緑地帯として再整備拡幅し、照明を設置するなど安全・快適性を高める
④歩行者と自転車だけが通行できるフットパスを要所に設置し交通弱者に配慮する

   また、地上機器の設置場所にしている。
⑤地球環境に配慮し、ＬＥＤの防犯灯・街路灯を採用する
⑥既存のＫＯＢＡＮを街区内に移設し安心感を高める
⑦暮らしを支える“コニュニティーマネージャー”を配置し、暮らしを手助けする

２．明海大学不動産学部齊藤広子教授をマネージメントプロジューサー、アーバンセクション代表二
瓶正史氏を景観プロデューサーとして招き、地域計画・景観協定・街づくりルールなどを指導頂
いた。 

３．住む人々は自治会同様、すべてが「のぞみ野団地管理組合」「景観協定運営委員会」のメンバー
となり、ごみステーションの清掃や植栽管理など地域サービスを「管理会社」に委託、またコミ
ュニティーマネージャーを置き、街の巡回やコニュニティーハウスでのイベントのサポートを
う。これらの費用は月４０００円を各戸で負担し重要事項説明書
資金面を担保する。 

４．「景観協定運営委員会」は建築計画や外構計画が景観協定に合致しているかを審査するが、計画
審査は「管理組合」が代行する。景観協定は『重説』で担保する。

５．道路用地として幅員１０ｍを確保し、両側２ｍは植樹帯、道路は実質６ｍとし玄関先が広く、ゆ
とりを感じられるよう工夫している。 

６．太陽光発電は７０%の家庭が導入することを前提に電力計画を作成しているが、電力会社とは９
５％の入居時に負担金を清算することとしてい
予備のスペースを各地上トランス横に準備している。

７．各戸の門柱は統一し、上部にＬＥＤ常夜灯を設ける。（『重説』に記載）
８．電力の宅内引き込みは、統一したＢＯＸを設け、販売前に設置完了する。
９．消火栓・防火用水は街路灯配置計画と整合させ、標示板を街路灯に集約した

以上が要旨ですが、共有地に地上トランスを設置するなど、ゆとりある設計思想が隅々まで行き届いて
おり、新日鉄都市開発(株)様の思いが痛いほど伝わってまいりました。
「美しい空が広がる電線類を地中化した街並みのあるべき姿とは」という問いに対する一つの答えを示
している街並みであり、電線類地中化に関わるものとして訪問する価値がある街並みではないでしょう
か。（文責：山岡） 
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
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【活動報告】 2012 年 1 月 27 日理事会（COM

■報告事項：オブザーブ／（株）アスコ 楠本氏

事務局 山岡氏 

高田理事長急用のため欠席 

 

■委員会報告■ 

◆技術開発委員会 

・1月16日「目白まちづくり協議会」でプレゼン。

井上事務局長が講演予定。パネル展示も同時開催。

・アスコさんの 3 次元測定技術をほかでも応用するため

の勉強会を開催予定（山本理事） 

◆世論形成委員会報告 

・2 月 27 日のセミナーは大和ハウス柴垣様・積水ハウス土井様に講師を依頼。住宅メーカーの電

線のない街づくり事例紹介をしてもらう。 

◆事業協力委員会 

・T 市設計監理業務：進行中、管路の配管は終了。

・K 市：2 月 8 日 14 時～16 時で商店街・役所の方が集まる電線類地中化勉強会で講演予定

・H 村：電線を無くしたいという問い合わせがあった。対応中

・新日鉄都市開発が開発中の電線類地中化の街「ブルームガーデンのぞみ野」を視察。

 

■東京での NPO 活動について 

2 月早々に東京の会員さんで集まって、今後

 

■今後のセミナーについて 

6 月が総会月なので、総会後にセミナーを行う。日程は

 

■２月理事会の日程 

2 月 27 日（金）14 時から理事会 セミナーの前に同会場にて開催する。
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「 私 達 」 が 住 む 日 本 の 空 を 、 「 私 達 」 が 美 し い 空 へ 変 え ま し ょ う ！

美空～MISORA

NPO 法人電線のない街づくり支援ネットワーク事務局
Mail: info@NPONPC.org、   http://nponpc.org
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当ＮＰＯのHP（ホームページ）でも、最新情報を詳しく

載せていきますので、ぜひこちらへもアクセスしてください！

http://nponpc.org/top.aspx

                                              
                                                   当 NPO ではメールマガジンも配信しており、電線地中化に関するコラム・情報を

月２回お楽しみいただけます！ぜひこちらにもご登録ください！ 
→ http://www.mag2.com/m/0000266000.html  
 

小金井市「先進事例に学ぶ未来志向型商店街」連続セミナーで講演 

事務局 山岡  
日時：２０１２年２月８日(水曜日) 

14 時~16 時 
場所：小金井市商工会館２階会議室 
講師：井上事務局長 
 
 株式会社全国商店街支援センターが主
催、武蔵小金井駅北口再生協議会が実施
する「先進事例に学ぶ未来志向型商店街」
連続セミナーで、井上事務局長が“電柱
のない安全安心で快適な美しい商店街づ
くり”をテーマとして講演しました。 
小金井市には武蔵小金井駅と東小金井駅周辺に商店街が展開しておりますが、近年は

近くの吉祥寺、立川や新宿に買い物客を奪われ売り上げ低下が続いております。また JR
中央線の高架化に併せて、JR 東日本が両駅の高架下に“中央ラインモール構想”のもと
に商業施設の設置を計画しており、既存商店街の「地域コニュニティーの担い手」とし
ての立場が危うくなってきております。 
武蔵小金井駅では駅を境に北口地区と南口地区に分かれておりますが、南口地区の再

開発は既に完了しており、バスターミナル及びイトーヨーカドーをキーとした店舗街が
整備され、通勤客やマイカー族で賑わっております。 

一方、北口地区は街づくりの検討段階で、旧来の商店街や駐輪場など混然とし南口地
区と好対照を演じております。北口地区には六つの商店会があり武蔵小金井駅北口再生
協議会を設けておられますが、「回遊性」を考えた街づくりをコンセプトに全ての通り
で無電柱化が計画されております。協議会の皆さんは、このままでは北口地区の商店街
がさびれていく一方であり、日用品の街から若者を引き付ける街への変貌を遂げたいと
思いから、熱意あふれる取り組みを展開し東京都や小金井市へ働きかけを続けてこられ
ました。 今回の講演会は、他地区の先進事例を学ぶことで自らの街づくりに活かそう
という目的で企画されました。 
 講演は、①当ＮＰＯのあらまし②潜在する商店街の３K 問題③賢い生活者が求める商
店街のイメージ④電柱のない美しい商店街をめざして⑤電柱のない街づくりの実例につ
いて、２時間にわたり井上事務局長が熱く語りかけました。最後に井上事務局長は「街
づくりはフロンティアにしか出発できない事業であるし、常にフロンティアでないと続
かない」と、武蔵小金井駅北口再生協議会の皆様の更なる奮闘に期待する言葉で講演を
締め括りました。質疑の時間では、補助金の問題や電力会社との関係に関する質問、今
後地中化を進めていくうえで当ＮＰＯへの支援協力の要請などがあり、協議会の皆様の
街づくりへの思いがひしひしと伝わってまいりました。 
講演後の懇談では、現在街づくりを進めている人たちは比較的年齢層が高いが、若手の
参加が増えてきており頼もしいと話されていました。 
武蔵小金井駅北口再生協議会が知恵を絞り「回遊性」ある街づくりが実現し、幅広い

年齢層に愛される北口地区が生まれることを念じて止みません。 
当ＮＰＯも引き続き支援することを約束して別れました。 

【無電柱化を考えた方が良いと考える地域の実情】 京都女子大学 阪口 愛 

京都 新町通り 

京都では７月１日から一ヶ月間、日本三大祭りである祇園祭が京都中心部で行われま

す。山鉾の中には、すでにある架空電線よりも高いものがあり、架空電線が道路をまた

いで引かれている場合、巡行する時に真木や鉾の屋根が架空電線にひっかかるのではと

疑問を持ちました。大通りは道幅が広く、架空線も道に沿って引かれているためさほど

問題になりませんが、道幅が狭い通りでは巡行に困難が生じるのではと考えました。 

電線が問題になるのは、各山鉾が細い通りを通って新町御池に集まる時と、全ての山

鉾が新町通りを通って解散場所に向かう時だと予想し、宵山と山鉾巡行の日に新町通り

と室町通りの山鉾を見に行き、山鉾関係者にヒアリング調査を行いました。 

新町通りについては、電線類地中化はされていませんでしたが、道路をまたいでの架

空線はありませんでした。最後に全ての山鉾が通る道であるため、考慮して道路をまた

いで引き込みを行わないようにしているようです。新町通りは北観音山のみヒアリング

を行いました。 

 

北観音山 

「無電柱化をしようという動

きはないのですか？」と伺ったと

ころ、「電線がなければいいとは

思うけど、みんなそんなに気にし

ていない。なんせ京都人は無理に

どうこうしようとしないからね。

電線があるならそれをよければ

いい。ひっかかりそうな電線は巡

行の日だけ電力会社に頼んで高

さを調節してもらっているから

それで解決している。巡行の日以

外は特に何の不自由も感じてい

ないから一日だけのために地中

化をするっていうのもね。」というお答えが返ってきました。  

無電柱化に対する意識が住民の方の中にあまりなく、無意識に視界に入らないように

していたり、気にしていなかったりするという人が多いということが分かりました。無

電柱化を推進していくには、電線は地中化できるということを多くの人に知ってもらっ

て、地中化のメリットを提示していくことが大事だと感じました。 

 

次回は室町通りについてお伝えします。 


